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1 は じ め に

コンニャク栽培では植付・収穫・貯蔵庫への運搬に多大

な労力を要する。そこで,こ れらの労力を軽減するために,

生子を植付後その年の収穫を行わずには場で越冬させ,翌

年の秋に収穫する越冬栽培法について検討した。

2試 験 方 法

試験は,旧宮城県農業センター畑ほ場 (れき質褐色森林

土)で 1997年から2000年にかけて実施した。また,植付前

には場はクロルピクリン剤により土壌消毒を実施し,種球

はチオファネートメチル水和剤を粉衣した。

は)試験 1 植付深の検討 (1997年～1998年 )
越冬させる区は2カ年とも収穫前年の11月 25日 に深さ10

cnと 15clDに 植え付けし,黒マルチフィルムで被覆した。各々

を越冬10cn区 ,越冬15cmと した。なお,15clに 植え付けた

区にマルチフィルムを被覆しない無被覆区を設定した。ま

た,収穫当年の5月 25日 に深さ10御で植え付け,慣行栽培

に準じた対照区を設定した。供試品種は「はるなくろJの

1年生で,供試面積は 1区85ピの 2区制とした。栽植様

式は畦幅85cr,株間10cm,2条 千鳥植とした。

2)試験2 越冬期間中の被覆の検討 (19田年～19"年 )
被覆除去時期は5月上旬と5月下旬とし,対照として無

被覆区を設定した。その他は試験 1の越冬15cll区と同様で

ある。

0 試験3 肥効調節型肥料による全量基肥施肥の検討
(1998年～2000年 )

表 1 試験区の構成

ロング424M270日
ロング424M360日

30(全層)   ―
30(全層)   ―

こんにゃく専用 (慣行) 15(全 層) 15(側 条)
注 *追肥時に全区で培土を実施

試験区の構成は表 1に示した。供試品種は「はるなくろJ,

「あかぎおおだま」の 1年生で,供試面積は 1区 128ピ の

2区制とした。植付時期は1998年 5月 25日及び1999年 6月

1日 に行った。栽植様式は試験 1と同様である。また, 1

年目が終了した12月上旬に黒マルチフィルムで畦面を被覆

し,翌年の5月下旬に除去した。

3 試験結果及び考察

0)植付深
植付深と出芽及び収量との関係を表 2に示した。越冬10

cn区 ,越冬15m区は対照区より出芽が2日早まり,無被覆

区では1日遅れた。出芽率は対照区の91%に対し,越冬10

m区 ,越冬15cm区では約80%であつたが,無被覆区では54

%と低くなった。無被覆区での出芽率低下は越冬中の過湿

による球茎腐敗が原因であった。 a当たり球茎重は対照区

の146kgに対し,越冬10cl区では133kg,越冬15cm区では142

にと同等からやや下回っていたが,無被覆区では出芽率が

劣ったこともあり86kgと 低収であった。球茎 1個重は越冬

15m区が対照区とはぼ同等で,越冬10cn区 と無被覆区はや

や肥大が劣った。収穫球茎の健全球割合は各区ともはば85

%以上で,越冬することによつて特定の病害が多発するこ

ともなかった。

表 2 植付深と出芽及び収量との関係 (97,鍵年平り

及び 1個重 健全球割合

越冬15cm

越冬15m無被覆 7/1 54  864 512  84
春植10cm(対照) 6/30 91  1464 553   90

これらのことから,植付深は15cllを 目安とすることがよ

く,安定した出芽を得るためには越冬期間中のマルチフィ

ルムによる被覆が必要と思われる。

② 越冬期間中の被覆
被覆除去時期と出芽及び収量との関係を表 3に示した。

5月上旬区と5月 下旬区とでは出芽率,球茎重ともに差は

みられなかったが,植付深の試験と同様に無被覆区では出

芽率,球茎重ともに劣った。

被覆除去時期と雑草発生量との関係を表 4に示した。雑

草発生本数は,無被覆区と比較して5月上旬区で59%, 5

月下旬区で48%であつたが,雑草乾物重は無被覆区と比較

6/28 82 1421 549  89

植付深  朝/日 )(%)に /a)(g) (%)
越冬10cm    6/28 79  1327 522   88
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表3 被覆除去時期と出芽及び収量との関係
(98,99年平均)

被覆除  出芽期  出芽率  球茎重 球茎 1個重
去時期  (月 /日 ) (%) (kg/a)  (g)

越冬栽培期間中のロング肥料の溶出状況を図 1に示した。

1年目終了時では180日型の溶出が最も多く,約80%が溶

出し,270日 型,360日 型は約50%の溶出であった。 2年 目

開始時には180日型はほぼ全量が溶出しており,生育期間

中の溶出はほとんどなかった。270日 型,360日 型は開始時

にはともに約80%程度の溶出であったが,生育期間中は270

日型が360日 型をやや上回る傾向がみられた。 この溶出量

の違いにより,球茎重及び球茎 1個重は180日 型が最も劣

り,270日 型が360日 型を上回ったと推測された。

5月上旬  6/16
5月 中旬  6/14
無被覆  6/19

1261
1248
927

623
647
625

表4 被覆除去時期と雑草発生量との関係

被覆除

去時期
(本/ピ) (%) (g/r) (%)

5月 上旬  430   59
5月 中旬  355   48
無被覆  735  (100)

320
55
780 (100)

して5月上旬区で41%,5月 下旬区で7%であった。
これらのことから,出芽率,収量の面からは被覆除去時

期による差はないが,雑草防除を考慮すると被覆除去時期

は5月下旬頃が適すると思われた。

6)肥効調節型肥料による全量基肥施肥
越冬後の出芽率及び2年目終了時の収量を表5に示した。

各区とも越冬後の出芽率は90%前後と良好であった。合計

球茎重は両品種とも慣行区と比較して,ロ ング肥料を用い

た全ての区で多収となった。増収程度は270日型が最も多

収となり,次いで360日型,180日 型の順であった。球茎 1

個重についてもほぼ同様の傾向で,両品種とも270日 区で

の肥大が優うていた。

表 5 越冬後出芽率及び 2年目終了時の収量

図 1 越冬栽培期間中のロング肥料の積算溶出率
(98～ 99年 名取市)

これらのことから,肥効調節型肥料を用いた全量基肥施

用は,慣行肥料を用いて 2年目に追肥を行う方法より省力

的な施肥法であり,使用する肥料は球茎の肥大状況からロ

ング424M270日が適すると思われる。なお,越冬期間中に

も溶出が進んでいることから,肥料成分の流亡を防ぐため

にもマルチフィルムによる被覆は必要である。

4 ま

コンニャク越冬栽培は 1年生種球を植付深 15c lを 目安と

し,越冬期間中は黒マルチフィルムで畦面を被覆すること

により実施可能である。また,ロ ング424M270日 を全量基

肥とすることで追肥が不要となり,作業の省力化が図られ

る。品種は「はるなくろ」より肥大性に優れる「あかぎお
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